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新型コロナウィルス対策の財源確保に関する緊急申し入れ書 

 
	 市長ならびに市職員の皆様が新型コロナウイルス感染症対策に全力を挙げて

取り組まれていることに敬意を表します。 
 
	 ４月７日の緊急事態宣言から３週間がたとうとしていますが、新型コロナウ

イルス感染症の拡大は日増しに厳しい状況となっており、飯塚市においても、

３月２４日の会社員とその妻、４月１７日の学生、そして４月２２日の会社員

と４人の感染者が発生しています。 
	 早期の回復をお祈りすると共に、これ以上の発生がないように願わずにはお

られません。 
	

	 他方で、新型コロナウイルス感染症が地域経済に与える影響はすさまじく、

２月以降、地域経済は本当に大きなダメージを受けています。	

	 これに対応するための国の経済対策等もあるのですが、それだけでは厳しい

ことから、全国の自治体で、緊急経済対策を打ち出す動きが広がっており、飯

塚市も、４月１３日の記者会見で市長が「応援金を検討中」と発言されました。	

	

	 その財源について、財政調整基金を中心に考えていると市長は発言されてい

ましたが、令和２年度の当初予算資料によると財政調整基金の令和元年度末の



残高見込みは約７３億円、令和２年度末の残高見込みは４８億円弱となってお

り、市の財政が厳しい状況であることは、市側も認めているところです。	

	

	 この財政調整基金から、先日の市議会全員協議会で示された『新型コロナウ

イルス感染症	飯塚市緊急対策事業』の財源の捻出は可能でしょうが、令和２年

度の当初予算は新型コロナウイルス感染症の影響を考慮せずに編成されており、

市議会全員協議会で必要に応じ検討すると言われた「緊急対策事業」の第２弾

や、緊急事態宣言が長期化した場合に必要となるオンライン授業やテレワーク

等の費用、今後大幅な減収が予想される税収、増えることが予想される生活保

護、更にいつ起きるか分からない自然災害などを考えると、財源は多ければ多

いほどよく、まさに十二分に確保しておく必要があると私どもは考えています。 
 
	 よって、私どもは、新型コロナウイルス感染症対策の財源を十二分に確保し

ておくために、以下の３点について強く申し入れます。 
 

記 
 
１	 全ての事業を洗い直し、不要不急の事業については、今回の新型コロナウ

イルス感染症が終息するまで、一旦中止とすること。 
 
２	 移転新築が予定されており、現在入札が進行中の新体育館の建設工事につ

いては、今回の新型コロナウイルス感染症が終息するまで、入札中止とする

こと。 
 
３	 移転新築が予定されており、現在着工目前となっている新卸売市場の建設

工事については、今回の新型コロナウイルス感染症が終息するまで、一旦中

止とすること。 
 
 
 
 

以上 


